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1 はじめに

みなさんは熱力学第 2法則, という法則を聞いたことがありますか？この法則はクラウジ

ウスの原理, ケルビンの原理, カラテオドリの原理など, さまざまな “同値な” 言い換えがあ

りますが, その本当の意味と意義を理解している人は少ないかもしれません. またこの法則

に関連して現れる “エントロピー” という物理量についてもどこか釈然としない印象を持っ

てしまうことが多いと思います.

これは熱力学という学問の古典的な定式化において, 熱や温度, エントロピーといったさ

まざまな概念がその定義や数学的内容が不正確なままに用いられてきたことに由来する部分

があります. 本発表では, 熱や温度といった “難しい” 概念を用いずにエントロピーを厳密

に定義し, 熱力学第 2法則の正しい見方を紹介していきたいと思います.

2 講演内容

まずは古典的な熱力学の定式化を復習し, それのどこが不正確なのか, 何が問題なのかと

いうことについて確認します. その上で, 数理物理学者の E. H. Liebと J. Yngvasonによっ

て導入された “熱力学の公理” を紹介し, そこからエントロピーの存在と熱力学第 2法則を

厳密に導出する流れの一部分を, 時間が許す限り見ていこうと思います.

予備知識は特に仮定しませんが, 古典力学と熱力学の概要, また集合と実数の簡単なこと

ばについて知っていると聞きやすいと思います.
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